
 

 

 

 

 

 

 

  

 
 

 

 

 

 

 印刷工房おむねっとのホームページがリニューアルオープンしてから、早いもので約１年半が経

ちました。ホームページを見て注文に訪れて下さったお客様も少しずつではありますが増えており、

ありがたい次第でございます。 

 この度ホームページチームでは、印刷工房おむねっとのホームページに「エンジョイコンテンツ」

を新たに追加しました。「エンジョイコンテンツ」では、小学校の１年生から６年生までの各学年

の漢字と算数の学習に使える問題プリントを、印刷してご利用いただけます。小学生のお子様をも

つ保護者の方、ぜひお子様の学習の補助としてお使い下さい。分からないところは一緒に勉強する

と、コミュニケーションにもなるかもしれませんね。問題は順次取り揃えいく予定です。 

また暇つぶし等に使えるおむねっとオリジナルのぬり絵も公開しています。こちらは難しいもの

と簡単なものをそれぞれ用意しております。難しいぬり絵は大人も楽しめるようになっていますの

で、色鉛筆を用意してぜひチャレンジしてみてください。 
エンジョイコンテンツは、これからも随時新しいコンテンツをアップロードしていく予定です。

この新しいコンテンツを皆様に楽しんで頂けたらと思います。 

これからも印刷工房おむねっとをよろしくお願い致します。  (記事：みなづき２号・茶々) 

 

 

 

 

 

 

 

 

2019年も残りわずかとなりましたが、皆さんにとってどのような 1年になりましたか。 

年末といえば毎年 12 月 12 日頃に清水寺で発表される『今年の漢字』が、流行語大賞に並ぶ楽しみの

１つですよね。 

『今年の漢字』は、1995年から漢字の素晴らしさや奥深い意義を伝えるための啓発活動の一環として、

公道財団法人 日本漢字能力検定協会が始めました。1年の世相を表す漢字を全国から募集し、一番票

数の多かった漢字を発表しています。 

 第 1回の 95年は阪神淡路大震災やサリン事件、金融機関などに震えた年だったとして「震」が選ば

れました。過去に選ばれた漢字の中で、私が特に印象的だと思ったのは 98年の「毒」と 2010年の「暑」

です。毒物混入事件や、記録的猛暑に日本中がざわついた様子が伝わってきますね。 

そして去年（2018 年）には、各地で地震や豪雨などの災害が相次いだことにより「災」が選ばれてい

ます。 

大変だった事件などを連想させる漢字が選ばれることも多いですが、金メダルの「金」など明るい

イメージの漢字も数回出てきています。過去と同じ字が選ばれたとしても、選出理由は各年さまざま

なので面白いです。 

来年はぜひ、心温まる漢字が選ばれるような年になってほしいですね。（＾ω＾）    (記事：RiRi) 
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いつも印刷工房おむ・ねっとをご利用、ご愛顧頂きありがとうございます。 

今年も『Om-netオリジナルカレンダー2020年版』が完成しました。今回はOm-net初となる卓上カレンダーも数量

限定ですがありますので、今まで壁に穴を開ける事が出来ず諦めていた方でも安心してご購入できると思います。 

また、クリスマスに向けて『Om-netオリジナルクリスマスカード』も絶賛販売中です。 

言葉に出して伝えるのが苦手な人でも、クリスマスカードにメッセージを書いてプレゼントを渡せば思いがより伝わ

る事間違いなし(*´∀`*)ｂ他にも色々な場面で使えるメッセージカードを多数作成しているので気になる方は是非お

問い合わせを♪                                                                  （記事：カササギ） 

 

 

 

 

 

 

 

最近、京都で「佐竹本三十六歌仙絵」が展示されていました。この絵は元々上下巻の絵巻物でしたが、一度切

断され、別の形となってちりじりに保管されていました。今回は 100 年ぶりに 36 枚のうち 31 枚が展示されま

した。この三十六歌仙は百人一首にも載っており、その中から一部紹介します。 
 

●在原業平朝臣『 ちはやぶる神代もきかず竜田川からくれないに水くくるとは 』 

訳：神々の時代ですら聞いた事がない。竜田川が紅葉によって水を真っ赤に染め上げているとは。 

 

●大納言公任『滝の音は絶えて久しくなりぬれど 名こそ流れてなほ聞こえけれ』 

訳：滝の流れる水音は、聞こえなくなってからもうずいぶんになるけれども、その名声だけは流れ伝わって、今

でも人々の口から聞こえていることだよ。 

 

●紀 友則『ひさかたの光のどけき春の日に 静心（しづごころ）なく花の散るらむ』 

訳：こんなに日の光がのどかに射している春の日に、なぜ桜の花は落ち着かなげに散っているのだろうか。 
  

三十六歌仙は、上記の「大納言公任」（藤原公任）が選出した「三十六人撰」に載っている和歌の名人 36人の総

称です。 

近年百人一首は密かなブームとなっています。展示は残念ながら終わってしまいましたが、お正月などに家族と

「かるた」として楽しんでみてはいかがでしょうか？               （記事：国士無双） 

●体調を崩さず通所したいと思います。    （国士無双） 

   ●今年最後のおむねっとだより、来年もお楽しみに(・ω・)ｖ （カササギ） 

   ●今年もあっという間でした。皆さん風邪をひかないように気を付けてくださいね。（RiRi） 

   ●まだまだ慣れない部分が多いですが、早く慣れるように頑張ります。（茶々） 

 

 

 
☆お問い合わせ・見学のご相談等は、こちらへお気軽にどうぞ！ 


